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「日常業務の中で思うこと」 
 

富士市学校教育課 教育指導室長 若田 泰一 
 

先日、何気なく入った百円ショップの店内で、以前同じ学校に勤務していた先輩教諭をお見かけ

した。話をするのは何年かぶりだったので失礼とは思いつつ、こちらから声を掛けさせていただい

た。一通り近況報告を交わした後、今日何を買いに来たのかの話題になった。聞けば、授業のヒン

トを求めて来店したとのこと。子どもたちが興味をもって学習に取り組めるように、実際に動く物

や目を引く物を自作して授業に臨みたいということだった。買い物籠の中にはたくさんの小物が入

っていた。おそらく彼は、休みの日であっても、魅力ある授業の実践に向けて、どんな工夫をしよ

うかと考え続けていたのだろう。授業の準備をしなければという義務感ではなく、子どもたちの喜

ぶ顔が見たい、との思いから楽しんで準備をしていたように思えた。昔から変わらない彼の、仕事

にかける情熱を、あらためて感じた出来事だった。公民館職員の時代は、放課後に立ち寄ってくれ

る小学生との卓球勝負、講座では自身の理科好きが高じて、子どもたちにも好きになってもらえる

ようにと、空気砲や湿度計、綿あめ製造機、静電気蓄電装置を作ったり、人が入れるしゃぼん玉を

披露したりと、子どもたちの驚いた顔や笑顔を想像しつつ企画し、「おもしろ実験」なるものを開

催していた。 

「働き方改革」という言葉を耳にするようになったのは、ここ５―６年のことである。静岡県は

全国に先駆けて、平成２８年度から「未来の学校夢プロジェクト」を立ち上げ、県内四カ所のモデ

ル校を中心に、働き方改革にいち早く着手した。業務分類整理表をもとに、教員がすべきことと教

員以外でもできることを整理し、教員以外でもできることについては、スクールサポートスタッフ

等がその業務を担い、教員が少しでも子どもたちに向き合える時間を生み出そうとしている。 

スタートした当時は、「学校の先生たちが、楽をしたいだけなのではないか。」という声も聞かれ

たようだが、ユーチューブでのＰＲをはじめ、様々な広報活動、教育界以外の働き方を見直す機運

の高まりもあり、今ではすっかり「働き方改革」の言葉が定着したように思う。これに伴い、学校

職員の、時間外に働く時間が少しずつ減少している。このことにより、（授業の質が落ちるのでは

ないか。）（子どものことをしっかり見てもらえるのか。）と不安に感じる方もいるかもしれない。 

しかし私は、心配ご無用ですと言いたい。先日百円ショップで出会った先輩教員のように、富士

市の学校には、授業のこと、子どもたちのことを一番に考え、自分の技量を高めている職員がたく

さんいることを知っているからだ。学校現場を離れ、外から学校の様子を知る立場になった今だか

らこそよく分かる。学校訪問をした際、管理職から「うちの学校の職員は、本当によくやってくれ

る。ありがたい。」の声をよく聞いた。授業参観では、若手教員からベテラン教員までが、導入さ

れたタブレットＰＣを効果的に使い授業を進めていたり、外国人ＡＬＴと一緒に、楽しみながら英

語の授業に取り組んでいたりする姿を見ることができた。新しい教育の風に逃げることなく立ち向

かい、全力でぶつかっていく富士市の多くの教員の姿に、頼もしさと誇らしさを感じている。一生

懸命な教員が業務に全力で取り組めるよう、私も全力で学校を支えていきたい。 
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◇◇◇ 富士市青少年指導委員会から ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

コロナ禍による子どもたちの環境の変化 

 

伝法班 長谷川 祐司 

 

わが国日本の新型コロナウイルス感染症も少しずつ、終息に近づいているように感じて

おりますが、まだまだ先行き不透明な部分もあり、安心できるまでには至っていないのが

現状だと思います。 

このような中、夜間に子どもたちが出歩く、たむろしている姿もほとんど見なくなって

いるように感じております。とはいえ、指導を必要とする子どもたちがいなくなった訳で

はないと思っています。静岡県警の発表では、この５年間で少年の検挙・補導数は減少傾

向にあるものの、未成年者のＳＮＳを使った犯罪が増えているとのことでした。また、学

校の先生方からも、同様に携帯電話を使ってのいじめ等を心配されておりました。 

指導を必要とする子どもたちとは、どのような子どもたちなのか。なかには、小さな頃

から生活している家庭環境が辛い状況だったり、悲しい思いや寂しさを感じている子ども

たちが多いのではないでしょうか。指導を必要とする子どもたちというよりは、寄り添っ

た対応が必要な子どもたちと言えるように感じております。 

また、コロナ禍になり、家庭内でのＤＶやヤングケアラーなどの相談が増えていると聞

きました。学校の先生方や教育委員会からも子どもたちが心に秘めた状況を表情や姿、も

しくは先生と生徒の交換日記などから感じ取り、対応してくださっているとのことです。 

青少年指導委員の我々には不審者ではないことを証明するバッチもあります。気になる

時には声を掛けながら、声なき悲鳴に気づいていけるようになりたいと思います。 

 

 

 

※ヤングケアラーとは：法令上の定義はありませんが、一般に、本来大人が担うと 

想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子どもとされています。 
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◇◇◇ ステップスクール・ふじ通信 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

ほめることは難しい 正しく叱ることはさらに難しい 

青少年相談員 磯野 和彦 

ハラスメント防止の必要性を強く感じる昨今。セクハラ・パワハラ・モラハラ等を防止する研修会が

数多く開催されています。40 年近く教職に就いていましたが未だに“怒る”“叱る”“指導する”の明

確な違いや“適切な指導”“過度な叱責”の線引きは、かなり難しいことだと実感しています。 

現代は「ほめて育てろ」「ほめて伸ばそう」という言葉が育児書に書かれ、教育界やスポ－ツ界等で

も盛んに言われています。大人は子どもの『良いところを探し』に努め、上手にフィ－ドバックするこ

とが、子どものやる気を伸ばし、成功体験がさらにやる気を生むといった考え方です。しかし、ほめる

ことがいつも成功するとは限りません。大人のほめ言葉の裏に隠された「もっと頑張れ!」「もっとでき

るぞ!」といった要求を敏感に察知する子どももいます。また、人と比較された上での「ほめる」には

敏感です。見せかけのほめ言葉のメッキはすぐにはがれてしまいます。ほめるなら具体的に『本気』で

ほめることが大切です。孫の幼稚園児は、まだまだ単純で「すごいね」「頑張ったね」でも通用してい

ますが、小学生には「○○が上手だね」「○○してくれて助かったよ」と具体的な言葉や感謝の気持ち

を添えるように心掛けています。このように考えると、ほめることは決して簡単なことではありません。 

では、叱ることはどうだろうか。今の世の中は『叱られる』➠『傷つく』と受け止める風潮が強くな

っているように感じます。「打たれ弱い子」「傷つきやすい子」が増えているのは事実です。実は大人も

含めて傷つきやすくなっているのかもしれません。「傷つけた」「いじめてしまった」という加害意識は

希薄化しているのに、一方で「傷つけられた」「いじめられた」と被害意識を持つケ－スは増えていま

す。もちろん、自分の人権が侵害されていることに気づき、それをきちんと自己主張することは大事で

す。そして、感受性や共感性を磨くことは人の痛みに敏感になり加害者になることを防ぐために非常に

大切なことだと考えます。 

その中で、子どもたちが「叱ってくれた」「指導してくれた」とポジティブに受け止めることは容易

ではありません。いくら思いが熱くても「叱ってくれた」と受け止めてもらえないことが多々あります。

一部ではありますが、「そんなことだからいつも失敗するんだ！」と叱ると「一方的に決めつけられた。」

「そんなことをするような人間は最低だ」と叱ると「人権を無視された」。「このままだと将来苦労する

ぞ」と叱ると「未来まで否定された。」とネガティブに捉えられてしまいます。また、人前や集団の中

で叱られると人の目が気になって深く傷ついてしまう子どももいます。友達が叱られている声を聞いて

いるだけで気持ちが悪くなってしまう子どももいます。更に怖いのは、大人の無視や見て見ぬふりなど、

大人の無関心を子どもが感じとった時は、振り向いてもらうためにあの手この手で問題を投げてきます。

そう考えると“正しく叱る”ことは非常に難しいことだと思います。 

私自身の永遠の課題ですが、叱る時は「タイミング」「思いや理由」「声の大きさや強さ」「子どもの

性格」「場所や周囲の状況」「周りの目」・・・を考慮しなければなりません。何よりも叱りっぱなしで

終わりにしないこと。「なぜ、そうなったのか？そうしたのか？」子どもの気持ちや事情を分かろうと

していることが伝われば、否定されたと思って頑なになっている子どもの心の緊張をほぐすことにつな

がるのだと思います。 

最後に、私の教え子や子育てを母親任せにされていた我が子がこの文章を読んだとき、(あの時代、

心に余裕を持って、しっかり向き合って、ほめてほしかったな、叱ってほしかったな)と思うことでし

ょう。是非、皆さんには、私のような指導者や父親にならないことをお願いします。 
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☆☆☆ 電話相談集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

「ほっとテレフォン・ふじ」受信状況(８月～10 月) 
 
１ 総受信件数(令和４年８月から 10 月まで) 

受信件数（１３件）    業務日数（６２日） 
 
２ 曜日別受信状況 

 月 火 水 木 金 計 

件 数 １ ２ ２ ５ ３ １３ 

日 数 １２ １３ １３ １２ １２ ６２ 

 
３ 時間帯別受信状況 

時間帯 ９ 時 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 時間外 計 

件 数 ０ ２ １ １ １ ２ ５ １ ０ １３ 
 
４ 通話時間別受信状況 

時 間 10 分以内 10～20 分 20～30 分 30 分以上 計 

件 数 １０ １ ２ ０ １３ 
 
５ 学校，その他・男女別受信状況 

 小学 中学 高校 他の
学生 有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 不明 

(無言) 

男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
８ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ５ 

計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ １３ 
 
６ 学校，その他・内容別受信状況 

 小学 中学 高校 
他の 
学生 

有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 

Ａ学校生活 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２ 
Ｂ対人関係 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

Ｃ進路適性 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

Ｄ非社会的 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

Ｅ心身発達 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

Ｆ反社会的 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ８ 

Ｇそ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２ 

計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ８ １３ 
 

７ メール相談（時間帯別受信状況） 

時
間
帯 

０
～
６
時 

６
～
８
時 

８
～

10
時 

10
～

12
時 

12
～

14
時 

14
～

16
時 

16
～

18
時 

18
～

20
時 

20
～

22
時 

22
～

24
時 

合

計 

件数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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☆☆☆☆ 補導状況集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

令和４年度 青少年指導委員による補導状況（８月～10 月） 

学識別 

 

行為・区分 

学生・生徒 
有

職

少

年 
無

職

少

年 
合

計 

小

学

生

中

学

生

高

校

生

そ

の

他

の

学

生

小

計

行 
 

為 
 

種 
 

別 

飲 酒 
       

  

喫 煙 
       

  

深 夜 徘 徊 
       

  

不 良 交 友 
       

  

怠 学 ・ 怠 業 
       

  

シ ン ナ ー 等 薬 物 乱 用 
       

  

不
健
全
娯
楽 

ゲームセンター入場 
       

  

パ チ ン コ 店 入 場 
       

  

その他風俗営業入場 
       

  

暴 走 行 為 
       

  

自転車二人乗り・無灯火 
       

  

危 険 な 遊 び 
       

  

そ

の

他 

帰 宅 
  5 4 9  9 

  

マ ナ ー 
 25 10  35  35 

 (10) (3) (13) (13)

そ の 他 
  3  3  3 

  

合  計 
 25 18 4 47  47 

 (10) (3) (13) (13)

措置区分 

声掛け（注意・指導） 
 25 15 4 44  44 

 (10) (3) (13) (13)

家庭･学校･職員等連絡 
  3  3  3 

  

警察・派出所等連絡 
       

  

他機関への連絡・通告 
       

  

※( )は女子で内数 

※８-９月は感染症拡大防止のため、富士市青少年指導委員会の各班は補導活動を休止 
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街頭補導日誌（要約） 令和４年８月～10 月 

元 吉 原 班 10月27日(木) 
元吉原中学校の教頭先生との情報交換を行い、海浜ｽﾎﾟｰﾂ公園・鈴川幼

稚園付近で「知らない人から児童にｶﾒﾗを向けられた」との情報や吉原

駅の電話ﾎﾞｯｸｽ周辺で中学生が声を掛けられたとの情報を共有した。 

浮 島 班 10月20日(木) 
浮島まちづくりセンターに集合。情報交換をしたあと、ファミリーマ

ート等を巡回した。特に異常はなかった。 

須 津 班 10月15日(土) 

須津秋祭り終了後にまちづくりセンターから宇佐八幡宮や児童遊び

場、中里西脇公園、須津川沿い等を巡回。合わせてタバコの自動販売

機等青少年に悪影響を及ぼす環境調査を行い、以前、改善依頼した箇

所が修復されていることを確認し活動の効果を実感した。 

吉永第一班 10月13日(木) 
吉原東中学校､駐在所との情報交換。９月以降コロナ感染者が減少傾

向で各種活動が問題なく行われているとのこと。駐在からは車上荒ら

しが増加中との報告あり。その後の久しぶりの巡視は問題なかった。 

吉 永 北 班 10月11日(火) 
吉永まちづくりセンターに集合し、ミーティングを行う。小学校周辺

を徒歩で巡回した後、青パトで地区内をパトロール。特に問題なし。 

原 田 班 10月５日(水) 
まちセンのロビーに集合。２か月ぶりの久しぶりの通常補導。連絡事

項を伝え情報交換した後、青パトで地区内全域を巡回。サルの目撃情

報があり心配したが、雨天だったため、補導対象者と会わなかった。 

富士見台班 10月28日(金) 
富士見台地区文化祭の準備の後、小学校周辺の巡視を行い、コンビニ、

マックスバリューの店内及び駐車場、小学校グラウンドをまわったが

子どもたちの姿はなく問題はなかった。 

神 戸 班 10月21日(金) 
吉原北中、神戸小学校の先生との情報交換を行った後、小学校の通学

路と中学校の周辺をパトロール。神戸公園で高校生 2 人がスマホをい

じっていたので、早く帰宅するよう声掛けした。 

青 葉 台 班 10月６日(木) 
情報交換後、新東名トンネル、公園、広場、コンビニを巡回。８月末

にオープンしたコンビニが開店した。ふれあい広場はゴミが散乱して

いた。それ以外の場所は問題なし。 

今 泉 班 10月４日(火) 
今泉地区全体を青パトで巡回した。まちセンを起点に北はマックスバ

リュー今泉店、南は、依田橋町国道一号バイパス高架下までをパトロ

ールしたが、特に問題なかった。 

吉 原 班 10月16日(日) 
甲子秋まつり祭典補導。久しぶりの祭りでかなり人出が多く、密にな

っている感じがした。山車の周りに人が集まり、通行の妨げになって

おり、富士駅南側は人通りが少なく閑散としていた。 

伝 法 班 10月16日(日) 
17 時から甲子秋まつり祭典補導に参加。富士本町裏通り、駅北・駅南

の駐車場等をパトロール。特に問題はなかったが、路上で飲食してい

る人が多かった。 

広 見 班 10月20日(木) 
広見まちづくりセンターに集合し、「青少年を取り巻く社会環境の実

態調査」をしながら、青パトで巡回。急に寒くなったため、商店街を

ウォーキングしている人にしか会わなかった。 

大 淵 班 10月12日(水) 
交番にて情報交換。問題案件は特に出なかった。地区内の通常補導の

ルートを巡回したが、補導対象者と会うことなく、報告するような事

案はなかった。 

丘 班 10月12日(水) 
丘まちセンで情報交換。丘小学校周辺からスポーツ公園、カラカサギ

神社、岳陽中周辺を巡回。特に問題なく、パトロールを終了する。 

鷹 岡 班 10月13日(木) 
鷹岡まちセンで情報交換し、富士西公園、水道山公園、ＳＬ入山瀬公

園を巡回。ウォーキング・犬の散歩をしている人に会った程度で特に

異常なし。 

天 間 班 10月６日(木) 
久しぶりの補導活動。情報交換後、コンビニ４店舗、天間小、天間保

育園、富士西公園等を巡回。ウォーキングをしている３グループの方

たちとあいさつをしたが、補導対象者と会うことなかった。 

岩 松 班 10月15日(土) 
甲子秋まつり祭典補導。駅前から商店街に入り裏通りまで巡回。人出

が多く子どもたちだけで行動している姿を多く見かけた。車が侵入し

歩きづらい所があったり、場所によっては出店が少ない所もあった。 
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岩 松 北 班 10月16日(日) 
甲子秋まつり祭典補導を実施。久しぶりの祭りで予想より人出が多い印

象。本町通り、裏通り、第一小学校西を中心に巡回。19 時過ぎても中

学生が多かったので、気をつけて早く帰宅するよう声掛けした。 

富士第一班 10月６日(木) 
富士中と富士第一小の先生と情報交換を行い、富士北班と合同でパトロ

ールを実施。米之宮公園やその近隣の店舗等巡回したが若者の姿はなか

った。 

富 士 北 班 10月15日(土) 
甲子秋まつり祭典補導で富士駅北まちセン集合、３年ぶりのお祭りで賑

わいをみせていた。富士第一班と富士本町周辺を巡回。特に問題なし。 

富士駅南班 10月15日(土) 
甲子秋まつり祭典補導のため、駅北まちセンに集合。まつり会場全体を

パトロール。コロナ禍以前とはいかないまでも人出は多かった。問題に

なる案件は特になかった。 

富 士 南 班 10月27日(木) 
まちセンに集合、徒歩にて小・中学校の校庭内、子どもクラブ、幼稚

園周辺、神社、新幹線側道等を巡回したが、特に問題はなかった。 

田 子 浦 班 10月27日(木) 
措置会議の報告・情報交換を行い、問題行動等がないことを確認。青パ

トで地区全体をパトロールしたが、こちらも問題行動はなかった。 

松 野 班 10月14日(金) 
補導活動を再開し、久々にパトロールを実施。小中学校、松野公園、中

野台公園、南松野公園等を巡回。今回も松野公園に児童の所持品と思わ

れるものが放置されていたので、学校との情報交換の際に報告する。 

女性第一班 10月16日(日) 
14 時から甲子秋まつり祭典補導。駅北まちセンから裏道を中心に巡回

した。本町通りは時間が経つにつれ人出が多くなり、ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽを保

ち、お祭りを楽しんでいる様子。問題行動は見られなかった。 

女性第二班 10月15日(土) 
甲子秋まつり祭典補導で本町通り、裏通り、第一小外回りを巡回。久し

ぶりの祭りで近隣駐車場はどこも満車になる混雑ぶり。中高生も多く地

べたに座って、スマホで写真を撮影している姿が見受けられた。 

女性第三班 10月29日(土) 
富士西公園、鷹岡プラザ周辺の巡回を行った。公園管理の方がゴミ拾い

作業中。毎日袋いっぱいになるとのこと。鷹岡プラザからはカラオケを

楽しむ歌声が聴こえる。まだまだ、感染症対策が必要と感じた。 

学 校 

サ ポ ー ト 
８月31日(水) 

大淵中において、富士地区少年サポートセンター職員も同行し、教頭

先生との情報交換を行うとともに校内巡回した。その他、６校の学校周

辺の見回りを実施した。 

※８・９月は新型コロナウイルス感染症数が多かったため、富士市青少年指導委員会の各班は補導活動を休止した。 
 

12月～２月の行事予定 
※新型コロナウィルス感染拡大や気象(荒天)、災害の状況等により、

変更（中止や延期等）となることがあります。 

 ５(月) 補導措置会議  ４(水) 仕事始め  ３(金) 青少年相談センター運営協議会 

 ６(火) 臨床心理士来所相談  ５(木) ステップスクール・ふじ 開始   臨床心理士来所相談 

 ９(金) 
体験学習 
（クリスマス飾りづくり）  ６(金) 補導措置会議  ４(土) 合同相談会 

12 10(土) 家族会 １ 10(火) 不登校対策連絡会 ２ ６(月) 補導措置会議 

  フォローアップミーティング  14(土) 家族会  ８(水) 青少年問題協議会 

 13(火) 臨床心理士来所相談   フォローアップミーティング   子ども・若者支援協議会 

 16(金) 県内一斉冬季補導  17(火) 臨床心理士来所相談  ９(木) 不登校研修会 

 20(火) 臨床心理士来所相談  20(金) 青少年対策連絡会  17(金) 青少年対策連絡会 

 23(金) ステップスクール・ふじ 終了  21(土) 若者サポーター養成講座  21(火) 臨床心理士来所相談 

  青少年対策連絡会  24(火) 臨床心理士来所相談  24(金) 体験学習（富士山学習） 

月 28(水) 仕事納め 月  体験学習（ものづくり教室） 月   

    27(金) 保護者教室    

    28(土)～30(月) 毘沙門天大祭祭典補導    
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～青少年相談センターはこんな仕事をしています～ 
 

１ 相談事業 

面接相談  

○ 学校生活や進路に関すること 

○ 不登校に関すること 

○ いじめや友人関係に関すること 

○ 養育や生活態度・性格に関すること 

○ 非行や性の悩みに関すること 

○ その他青少年に関すること 

【受付時間】９：００～１６：３０ 

       （土日祝・年末年始を除く） 

  事前に相談センターに申し込んでください。 

 

電話相談 

学校生活や友人関係、進路、非行や不登校等、 

青少年に関する電話相談やメール相談 

  「ほっとテレフォン・ふじ」 

９：３０～１６：３０（土日祝・年末年始を除く） 

電話 0545(51)3741 またはメールで 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 

 

「ステップスクール・ふじ」 

不登校児童生徒に時間と場所を提供し、一人

一人に応じた支援を進める中で、児童生徒が

自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立

していくことを目指します。 

【利用時間】８：００～１８：００ 

○ 自律性と社会性を育てるために 

・創作活動  ・自主学習  など 

○ 人間性を育てるために 

・ゲーム ・スポーツ ・調理実習など 

 

臨床心理士来所相談      

月２～３回臨床心理士の先生に、子育てや発

達についての悩みを相談することができます。  

予約制ですので、日程及び申し込みについて

は、青少年相談センターまでお問合せください。 
 

保護者教室 

お子さんが学校に行くことができずにいる

保護者さんが集まって、悩みや不安を共有した

り、情報交換をしたりする会です。不登校の家

族の会の方の経験談も聞くことができます。 

日程につきましては、青少年相談センターま

でお問合せください。 

 

２ 青少年非行防止事業 

○ 青少年指導委員会 

○ 青少年健全育成活動 

○ 環境浄化活動 

 

３ 子ども・若者育成支援事業 

富士市若者相談窓口「ココ☆カラ」 

概ね中学校卒業から３９歳までの、ニート、

ひきこもり、不登校など社会生活に困難を抱え

る若者とそのご家族の支援を行っています。 

【受付時間】９：００～１７：００（火～土曜日） 

(祝日・年末年始を除く) 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(55)0562 

e-mail：f-wakamono@chive.ocn.ne.jp 

 

富士市青少年相談センター 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(52)4152 

FAX  0545(52)3737 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 
 

●富士警察署北側 

●岳南電車ジヤトコ前駅より徒歩２分 

mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp
mailto:f-wakamono@chive.ocn.ne.jp
mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

